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第６学年 理科学習指導案
ろ組 男子18名 女子18名 計36名

指 導 者 宮 﨑 幸 樹

１ 単 元 生物と環境のかかわり

２ 単元について

(1) 単元の位置とねらい

子どもたちは，これまで人や動物，植物，昆虫などの生物についての構造と機能，多様性や共通性

について調べる学習を通して，生物は生命を維持・連続させるための巧みな体のつくりをもっている

ことや，生物の形態や生態が空気，水，食べ物やすみかとかかわっていることをとらえてきている。

そこで，本単元では，生物と環境のかかわりについて興味・関心をもって追究する活動を通して，

生物と環境のかかわりを推論する能力を育てるとともに，生物と空気・水などの環境とのかかわりや，

食べる食べられるといった生物同士のつながりについての理解を図っていく。そして，環境を保全

する態度を育て，生物は環境との深いかかわりのなかで生きているといった生物と環境についての

見方や考え方をもつことができるようにすることをねらいとしている。

なお，ここでの学習は，身近な自然環境調査，自然界における生物相互の関係，自然界のつり合

い，自然の恵みと災害について調べ，自然と人間とかかわり方についての認識を深め，自然環境の

保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し判断する態度を養う学習へと発展してい

く。

(2) 指導の基本的な立場

生物が生きていくためには空気・水・食べ物が不可欠である。空気は呼吸や物の燃焼など生命活

動や私たちの豊かな生活の維持に重要な役割を果たしている。また，水は生命の源であり，状態を

変化させながら地球上を循環している。さらに，私たちは動物や植物を主として食し，そこから栄

養を摂取し生命活動を維持しており，それは，生物同士の食べる・食べられるといった食物連鎖の

中で成り立っている。食物連鎖の源は光合成によって光エネルギーを利用し水と二酸化炭素から有

機物を合成する植物である。それで，本単元を通して，子どもたちは，自分自身が空気や水，生物

同士の複雑なかかわりを通して，この地球という一つのまとまりの中でつながりながら生きている

といった新たな見方や考え方ができるようになった喜びを実感することができる。

そこで，本単元の展開に当たっては，私たち人間の生活が環境と深くかかわっていることを推論

させるために，「地球に生きる」という点からみた時，自分と自然環境とがどのようにつながりか

かわっているのかをこれまでに学習経験によって培った概念や自然のきまりを基に解釈することが

できるようにすることが大切である。また，諸感覚を発揮した具体的な体験を通して，光合成や食

物連鎖，水の循環などについての実感を伴った理解を図ることができるようにすることが大切であ

る。その際，かかわりやつながりを図や言葉で説明させたり，これからの自然に対する自己の在り

方を具体的に考えさせ表現させたり，実践させたりすることが重要である。

具体的には，まず，大気中の空気組成の割合が大きく変化しない要因へと問題意識を焦点化し，

二酸化炭素を吸収し酸素を出す植物の光合成についてとらえさせる。次に，地球を巡る水の循環を

とらえさせるために，４年「水の姿と行方」で培った水の蒸発や三態変化についての見方や考え方

を基に，雨，呼気に含まれる水，植物の蒸散など空気中に蒸発した水の行方を追究させていく。さ

らに，食物連鎖による生物同士のつながりに気付かせるために，様々な動物が何を食べているのか

を，具体物の観察，実験，これまでの学習経験や生活経験を生かして追究させていく。

これらの学習を通して，子どもたちは，私たちは水，空気，太陽，その他の生物，大地，土地と

いった地球環境との深いつながりの中で生き豊かに生活しているといった見方や考え方をもつこと

ができる。また，その過程において，複数の事実を関係付けて事象同士の関係性を推論する能力を

高めるとともに，持続可能な社会の構築に向け，地球に生きる一人として自然と共に共生していこ

うとする態度を高めたり，具体的な取組について考え実践したりすることができるようになる。
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(3) 子どもの実態（調査人数36名，質問紙法，すべて重複回答，主な項のみ記入，数字は人数）

表－１ 人と環境のかかわりについて調べたいこと 表－２ 人が生きていくために最低限必要なものと理由

植物の光合成(酸素の生成) 34 空気 36 呼吸(36)，気温の安定(２)

環境問題(森林保全，温暖化，空気・水の汚染) 30 食べ物 36 栄養摂取(36)，骨・筋肉の生成(7)

生きるために水・空気が必要な理由 24 水 33 飲料用(33)，人の70％は水(15)

自然がもつ水や空気の浄化作用 15 電気，石油 29 機械を動かすため(29)

食物連鎖(５)，宇宙・地球生成の歴史(２)， 電化製品 17 便利(15)，健康(11)，楽しみ(８)

電気等のエネルギーについて(７) 地球 13 住む場所(10)，すべてのもと(５)

表－３ 地球のために取り組んでいかなければならないこと 表－４ 植物の光合成について 表－5 推論の能力

①節水，節電，ゴミ分別 34 知っている 25 知らない 11 コイル内の鉄芯の磁化

①の理由：温暖化防止，オゾン層保持，空気や水の浄化 25 二酸化炭素の吸収と酸素の生成 25 電流の働きで説明 28

生き物を大切にする 11 光，水，二酸化炭素などの ２ 電流の働きと磁力で説明 15

科学技術の発展 ７ 合成によるでんぷん生成 コイルのみで説明 10

本学級の子どもたちは，表－１・３から，人が水・空気などの環境とどのようにかかわっている

のかといった仕組みや環境問題とその解決策に興味・関心をもっている子どもが多い。これは現代

社会のエコロジーの考え方や具体的な取組についての知識をもっており，また，環境や福祉をテー

マにした第４・５学年時の総合的な学習の時間における学習経験から，持続可能な社会の構築に向

け，自分にできることを実践していこうとする意欲や態度が高まっているためだと考える。そして，

表－２・４から，水・空気・植物・食料となる生物などの自然環境やエネルギーが呼吸，栄養摂取

などの生物の生命維持活動や豊かな生活に必要不可欠であると考えている子どもは多いことが分か

る。しかし，自然環境やエネルギーを人や動物，植物のからだのつくりと働きや空気の性質及び働

き，電気などのエネルギーの働きと関係付けてとらえている子どもは少ないといえる。これは，そ

れらについて知識・理解や生物の構造と機能，エネルギーの変換と保存・有効利用といった科学の

基本的な見方や考え方で，生物と環境とのかかわりについて解釈するまでは高まっていないためだ

と考える。表－５から，事実を基に現象の過程や変化の要因を推論する能力が高まってきているこ

とが分かる。これは，観察，実験を通して得た複数の事実を基に，それらを比較，関係付けるなど

の問題解決の能力を駆使して予想や仮説を検証していく学び方が身に付いてきているからと考える。

(4) 指導上の留意点

本単元は，これまでの理科の学習経験，第６学年の各単元で身に付けさせる自然のきまりや概念

＝科学的な見方や考え方を基に，生物と環境との関係性や仕組みをとらえさせる単元として位置付

けていく。具体的には，人(自分)が生きることを中心に据えた時，水，空気，植物・動物などのそ

の他の生物がどのようにつながりかかわっているのか明らかにさせるために，次に挙げる単元と主

な関連を図った指導を展開していく。

ア 生物と空気とのかかわりを主に調べる学習では，｢人や動物・植物の体つくりと働き｣，｢物の燃

え方｣の単元と『呼吸』『物の燃焼』『栄養摂取，養分生成』から関連を図る。そこで，植物の光合

成についてとらえさせるために，空気組成の保持に問題を焦点化し，ジャガイモ，小松菜，イン

ゲン豆，シダなどの植物の二酸化炭素の吸収と酸素の生成を気体検知器を使って調べさせる。

イ 生物と水とのかかわりを主に調べる学習では，｢人や動物・植物の体のつくりと働き｣，｢物の燃

え方｣，４年｢水の姿と行方｣，５年｢天気の変化｣，５年｢流水の働き｣の単元と『呼吸』『消化・吸

収』『排泄』『蒸散』『降雨』から関連を図る。そこで，地球上の水の循環をとらえさせるために，

自然現象を基に，水の状態変化から図や写真，言葉などを一枚絵の中で説明する活動を行う。

ウ 生物と食べ物のかかわりを主に調べる学習では，｢人の体つくりと働き｣，３年｢昆虫の体のつく

り｣，４年｢生き物の一年｣，５年｢生命のつながり｣の単元と『消化・吸収』『体のつくりとすみか

とのかかわり』から関連を図る。そこで，生物の食物連鎖についてとらえさせるために，土壌生

物の飼育，資料をつかった昆虫やほ乳類の食べ物調べを行っていく。

尚，各次ごとに，学習したことを基に，自分と自然とのこれからのかかわり方を環境保全という

観点から具体的に考えさせていく。
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息を吹き込んだ後の気体の割合：酸素2.5％，二酸化炭素18％

実験後の気体の割合：酸素
0.05％，二酸化炭素21％

生物と水の
かかわり

水の循環

３ 目 標

(1) 生物と環境のかかわりについて，興味・関心をもち，意欲的に調べようとすることができる。

（2） 生物と環境がどのようにかかわっているのかを推論し，絵図や言葉などで表現することができる。

（3） 生物と環境とのかかわりについて，気体採取器を正しく使ったり，資料を使ったりしながら調べ

ることができる。

（4） 生物は，空気・水などとかかわって生きていること，また，水は地球上を循環していること，生

物の間には食べる食べられるといった関係があることを説明することができる。

４ 指導計画(全９時間)

次 主 な 学 習 活 動 教師の具体的な働きかけ

土壌生物の飼育，資料を使った
食べ物調べ，食べ物の元探し

第
三
次

人
と
食
べ
物
の
か
か
わ
り
③

空気中の気体の割合が変化しないのはどうして
だろうか。③(本時)④

空気中に出ていった水はどうなるのだろうか。⑤⑥

水は固体，液体，気体と姿を変えながら地球上を
循環し，生物の命と源となっている。

生物は何を食べて生きているのだろうか。⑦⑧⑨

二酸化炭
素の注入

[４年 水の姿と行方]
氷 ⇔ 水 ⇔ 水蒸気

(固体) (液体) (気体)

[６年 動物の体のつく
りとはたらき]消化液，，血
液，消化と吸収，排泄

[５年 植物の発芽と
成長]水は発芽と成長
のための条件である

[資料]生物の体に含ま
れる水分(人60％，リン
ゴ(85％，イカ80％))

生物は食べる食
べられる関係で複雑
につながり合ってい
る。(食物連鎖)

植物は生物にとって
欠かせない存在だね。

水は地球をめぐりめぐっているんだね。
水は生物にとって欠かせないものだね。

[６年 人の体のつくり
と働き]人の呼気には，水
蒸気が含まれている。

[６年 植物の体のつくりと働き]
根から取り入れた水は，
主に葉の気孔からでて
いく。(蒸散)

[４年 水の姿と行方]水
は蒸発して，水蒸気とし
て空気中の中にある。

第
二
次

人
と
水
の
か
か
わ
り
②

第
一
次

人
と
空
気
の
か
か
わ
り
④

[３年 チョウを育てよう，
昆虫の体のつくり]昆虫はえ
さとなるすみかに適した体
のつくりをしている。

[５年 水の中の小さな
生き物]メダカは目に見え
ないくらい小さな生き物を
食べて生きている。

[６年 人の体のつくりと働き]
人は食べ物を体にとりこみやすい
ものへと消化し，様々 な臓器を通
して，栄養を吸収している。

自分たちが生きるこの地球をいつまでも守るために，節水に取
り組んだり，生活排水を減らす努力をしたりしていこう。

人が生きる

空気

水

食べ物

？？

人が生きていくためには何が必要か，また，それはなぜか，
これまでとこれからの理科学習を基に説明しよう。①②

○ 人と環境のかかわりについて問題

を焦点化するために，６年理科の導

入時に『人が生きる』ために必要な

ものとその理由をこれまでの理科学

習の経験を基に説明させる。

○ 植物による光合成の働きによって

生物の生命が維持されていることを

とらえさせるために，光合成による

植物の二酸化炭素吸収と酸素生成に

ついてとらえさせる。

○ 空気中の水の行方へと問題を焦点

かするために，水が蒸発して水蒸気

となる現象をこれまでの学習経験か

ら想起させていく。

○ 水は地球上を循環してることをと

らえさせるために，水の三態変化を

基に，身の回りの水の行方を絵図や

言葉，身体表現を通して説明させる。

その際，生物の生命維持のためには

水が必要不可欠であることを，生物

の水分含有率を通して気付かせる。

○ 持続可能な社会の構築に向け自然

と共生していこうとする態度を高め

ていくために，水の循環と，水と生

物とのかかわりについての見方や考

え方を基に，節水や水質を維持する

ことの大切さに気付かせていく。

○ 生物同士の食物連鎖による生命の
つながりについてとらえさせるため
に，生物の食べ物について問題を焦
点化していく。また，植物がもつ環
境維持のための重要な役割をとらえ
させるために，土壌生物の飼育や草
食動物，昆虫のえさ調べを通して，
すべての食べ物の源が植物であるこ
とに気付かせていく。

○ 人やその他の生物，環境とのかか
わりについて活用を通した理解を図
るために，それぞれがどのようなか
かかわりをもっていたのかをこれま
での学習経験を基にまとめさせる。

植物の光合成の働きと人の呼吸の働きとが互いにかかわり合う
ことによって，空気中の気体の割合は変わらず安定している。

人が生きる

空気

水

動物

植物

昆虫

食べ物

人，水，空気，食べ物，その他の生物のすべてがかかわり合ってこの
地球の中に存在しているんだね。自分にできることをやってみよう。

単元の導入

単元の終末
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空気中の気体の割合が変化しないのはど
うしてだろうか。

光を当てる前 光を当てた後
酸素 18％ 21％
二酸化炭素 2.5％ 0.05％

５ 本 時（３／９時）

(1) 目 標

大気中の酸素や二酸化炭素の割合が大きく変化しない要因を，植物に光を当てた時の気体組成の

変化を基に推論する活動を通して，光が当たると二酸化炭素を取り入れて，酸素を出す植物の光合

成の働きや生物の呼吸の働きとのかかわりによって安定していることを説明することができる。

(2) 本時の展開に当たって

植物に光を当てると二酸化炭素の割合が減少し酸素の割合が増えるという事実と，これまでの

学習経験によって培った植物のでんぷん生成，人の呼吸による生命維持についての見方や考え方

とを関係付け，植物の光合成と人の呼吸の働きとが互いかかわり合うことによって，互いの生命

が維持されたり，空気組成の割合が安定したりすることを，絵図や言葉で表現させていく。

(3) 実 際

過程 主 な 学 習 活 動 時間 教師の具体的な働きかけ

(分) ○ 空気中の気体組成の割合が安定

していることに問題を焦点化して

いくために，｢６年 人の体のつく

りと働き｣で学習した人の呼気と吸

５ 気の気体組成の違いについて想起

させる。その際，二酸化炭素が増

１ 学習問題を確認する。 え，酸素が減り続けることによっ

て生命を維持することができなく

なることに気付かせる。

２ 予想する。 ○ 追究意欲を高めるために，二酸

○ 植物は葉で二酸化炭素を吸って，酸素を出 ３ 化炭素を減らし，酸素をつくる働

していると聞いたことがあるよ。 きをもつものがあるといった見通

３ 光合成の仕組みと働きを調べる。 しをもたせる。

○ 二酸化炭素を吸収し，酸素を生

成する植物の光合成の働きについ

て，実感を伴った理解を図るため

25 に，資料を使って光合成について

調べさせた後，数種類の植物と気

体検知器を使って実際の空気組成

の変化をとらえさせる観察，実験

を行う。

４ 調べたことを基に ○ 植物と人，空気とのかかわりを

話し合い，まとめる。 とらえさせるために，植物の光合

成の働きと人の呼吸の働きとが，

相互に深くかかわり合い，それぞ

れの働きが成り立っていることや，

７ 空気組成の安定につながっている

ことを説明する活動を行う。その

際，なぜ，植物は光合成を行い，

また，生物は呼吸を行うのかにつ

いて問い，これまでの学習経験を

基に振り返らせていく。

５ これからの自分の在り方を考える。 ○ 学習した事を基に自然との共生

を考えた実践的な態度を高めるた

５ めに，本時の学習を踏まえ，自分

たちに何ができるか話し合わせる。

植物の光合成の働きと人の呼吸の働きとが互
いにかかわり合うことによって，空気中の気体
の割合は変わらず安定している 。

調

べ

る

吟

味

す

る

ま

と

め

る

[６年 人や植物の体のつくりと働き] 人や植物は
呼吸によって酸素を吸って二酸化炭素を出している。

生物どうしの働きがうまくか
かわり合うことで，バランスを
とっているのだな。どちらが欠
けても生きていきないな。

一人一鉢のお世
話にも懸命に取り
組んでいこう。

人の呼吸によって二酸化炭素は割合でみると約
１００倍に増えていたよ。逆に酸素の割合は減っ
ていたよ。これでは酸素はどんどん減って，二酸
化炭素だらけになってしまうはずだ。

日光

酸素二酸化
炭素

<資料調べ> <観察，実験>

光

空気中の気体
組成の割合に近
くなったよ。

人の
呼吸

植物の
光合成 生きるためのかかわり

呼吸によって放出された二酸化炭素を利用して行われる光合成

光合成によって放出された酸素を利用して行われる呼吸

つ

か

む

見

通

す

・
生
か
す

振
り
返
り

この事実は私たち生物が
生きることとどんなかかわ
りがあるのかな。

[６年 植物の体のつくりと働き]

二酸化炭素と水，光エネルギ

ーをつかったでんぷん生成

[６年 人の体のつくりと働き]

呼吸による酸素の吸収と

二酸化炭素の表出


